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新
し
い
『
私
』
を
創
り
上
げ
て
下
さ
い

東
京
家
政
学
院
大
学

�

学
長　

廣
江　

彰

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
学
の
新
し
い
春
が
始
ま
り
ま
す
。

春
は
「
希
望
の
」
季
節
。
日
々
日
差
し
が
優
し

く
な
り
、
木
々
も
芽
生
え
始
め
ま
す
。
春
を
よ
ろ

こ
ぶ
私
た
ち
の
感
情
は
、万
葉
の
昔
「
岩
ば
し
る
、

垂
水
の
上
の
、
さ
わ
ら
び
の
、
萌
え
出
づ
る
春
に

な
り
に
け
る
か
も
」（
志
貴
皇
子
）
と
う
た
わ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
厚
い
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、「
さ

わ
ら
び
（
ワ
ラ
ビ
）」
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、

咲
き
始
め
た
花
々
を
、
軽
い
足
取
り
で
大
学
へ
向

か
う
道
々
に
見
つ
け
ま
す
。

春
は
「
何
か
が
始
ま
る
」
季
節
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
高
校
と
は
大
き
く
違
う
環
境
で
、
大
学

生
と
し
て
の
異
質
な
毎
日
が
始
ま
り
ま
す
。
も
っ

と
も
大
き
な
違
い
。
そ
れ
は
「
自
由
」
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
授
業
。
大
学
で
は
「
授
業

科
目
」
と
呼
び
ま
す
が
、
ど
の
科
目
を
取
る
（
履

修
す
る
）
か
は
学
科
毎
の
履
修
ル
ー
ル
の
下
、
み

な
さ
ん
の
自
由
で
す
。
東
京
家
政
学
院
大
学
の
多

様
で
多
彩
な
科
目
領
域
（
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
・

資
格
科
目
）
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
自
分
で
考
え
、

自
分
で
選
択
す
る
わ
け
で
す
。
登
・
下
校
時
刻
も

全
員
一
斉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
科
目
な
ど
に

関
連
さ
せ
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、み
な
さ
ん
は
大
学
生
に
な
り
「
自
由
」

を
得
た
と
同
時
に
、
自
分
で
決
め
る
と
い
う
「
迷

い
」
を
抱
え
ま
す
。
決
め
て
く
れ
る
「
誰
か
」
は

い
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
「
迷
い
」
が
、
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
何
の
た
め
に
「
今
」
と
い
う
時
代
に

生
き
る
か
の
解
を
見
つ
け
る
大
き
な
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
自
由
で
あ
り
、
ま
た
迷
う
こ
と
、
そ
れ
が

大
学
生
の
特
権
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
「
新
し
い
『
私
』」
が

始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
へ
の
社
会
の
期
待
を
、

加
藤
ミ
リ
ヤ
の
歌
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、「
私
は
君

で
生
き
て
た
」
と
い
う
「
君
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

新
し
い
「
私
」
を
創
る
こ
と
。
東
京
家
政
学
院

大
学
は
、
み
な
さ
ん
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

平
成
27
年
度  

学
友
会
会
長
挨
拶

東
京
家
政
学
院
大
学

　

学
友
会
会
長

�

中
込　

友
実

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
4
年
間
の
大
学
生
活

は
き
っ
と
様
々
な
人
と
出
会
い
、
様
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
全
て
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
過

ご
す
4
年
間
が
素
敵
な
大
学
生
活
に
な
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
が
ス
タ
ー
ト

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
、
本
学
町
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
裏
山
等
を
活
か
し
た「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」

が
、
児
童
学
科
長
の
主
導
の
下
に
学
科
の
学
生
た

ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
、
9
月
か
ら
月

2
回
の
ペ
ー
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
す
る
お

子
さ
ん
た
ち
の
数
が
回
を
重
ね
る
毎
に
増
え
、
1

月
ま
で
に
延
べ
40
名
余
り
が
参
加
、
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
3
月
ま
で

で
、
竹
馬
作
り
、
野
外
料
理
（
カ
レ
ー
や
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
）、
春
を
見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
、
野
外
パ
ー

テ
ィ
ー
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
地
域
連
携
の
一
形
態
と
し
て
定

着
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

球
技
大
会
（
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

学
友
会
が
主
催
す
る
行
事
の
中
で
も
、
学
生
た

ち
に
特
に
人
気
の
高
い
「
球
技
大
会
」、
今
年
の

種
目
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま

で
の
全
11
チ
ー
ム
。
12
月
と
寒
い
時
期
に
も
関
わ

ら
ず
、
会
場
の
ア
リ
ー
ナ
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

2
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
総
当
た
り
戦
～
上
位
6

チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
見
事
勝
ち

上
が
っ
て
優
勝
し
た
の
は
、
元
気
一
杯
の
現
代
家

政
学
科
1
年
生
の
チ
ー
ム
「
Ｍ
Ｊ
48
」（
代
表
：

1
Ｇ
Ａ
栗
林
奈

緒
）
で
し
た
。

優
勝
賞
品
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク

チ
ケ
ッ
ト
を
手

に
、
メ
ン
バ
ー

た
ち
の
笑
顔
が

弾
け
ま
し
た
。

高
齢
者
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し
て

人
間
福
祉
学
科
1
年
生
を
中
心
に
平
成
26
年
10

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
「
株
式
会
社
ぽ
か
ぽ
か
ラ
イ

フ
ケ
ア
」さ
ん
に
て
地
域
連
携
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
一
緒
に
使
用
し
、

世
界
を
広
げ
て
頂
こ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ご

利
用
者
の
個
別
性
、
要
望
等
に
合
わ
せ
た
臨
機
応

変
性
が
求
め
ら
れ
、
学
生
た
ち
は
対
人
援
助
の
難

し
さ
と
楽
し
さ

を
学
ん
だ
よ
う

で
す
。
人
生
の

先
輩
と
の
世
代

間
交
流
を
通
じ

て
、
学
生
自
身

の
高
齢
者
へ
の

イ
メ
ー
ジ
も
大

き
く
変
化
し
た

よ
う
で
し
た
。

附
属
図
書
館
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て

附
属
図
書
館
で
は
平
成
26
年
度
私
立
大
学
等
教
育

研
究
活
性
化
設
備
整
備
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
江
記
念
図
書
館
に
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
を
新
た
に
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
（
平
成
27
年
２
月
12
日
現
在
）。
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
と
は
学
生
に
様
々
な
情
報
資
源
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
用
い
て
、
議
論
を
進
め
て
い
く
学
習
ス
タ

イ
ル
を
可
能
に
す
る
「
場
」
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

本
学
で
は
建
学
の
精
神
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
）
を
ふ
ま
え
、

学
生
一
人
ひ
と
り
と
丁
寧
に
向
き
合
い
、「
卒
業
成

長
値
」
を
高
め
る
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
う
し
た
本
学
な
ら
で
は
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
を
テ
ー
マ
に
設
置
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
1
階

に
①
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
ス
ペ
ー
ス
（
学
生
が
相
互

に
刺
激
し
あ
い
学
修
意
欲
を
高
め
る
）
②
ラ
ー
ニ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
（
学
生
の
個
性
や
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
学
修
支
援
）
③
コ
モ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
学
内
外
の
関

係
者
と
の
交
流
）
④

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・

ス
ペ
ー
ス
（
学
術
雑

誌
か
ら
の
発
見
）
の

4
つ
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
効
果
が
リ
ン
ク
す

る
こ
と
で
「
卒
業
成

長
値
」
を
高
め
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

平成 27 年度 学友会役員決定

町田キャンパス
会　長　中込　友実　　3DA
副会長　井上　夏菜　　3DB
会　計　永安　佳乃　　3PB
　　　　寒河江　美咲　3SW

監　査　本多　南　　　3SW
千代田三番町キャンパス
副会長　　　安田　千尋　　2GA
会計・渉外　大野　友季絵　2GB
監査・書記　長岡　恵美　　2GA

平成 27 年度 KVA 祭実行委員会委員の紹介

町田キャンパス幹部
大関　志保　　3DB
小林　美千代　3DB
須永　鳴海　　3DC
早川　優里　　3DC

舩橋　麗衣　　3DC
佐々木　綾七　3PA
菊池　くるみ　3SW
小林　和恵　　3SW

千代田三番町キャンパス幹部
小川　真実　3HA
田里　碧　　3HA

雨の大学裏山を探検！

焚火でマシュマロを焼
いて食べました。

トーナメント表と笑顔の優勝
メンバー

施設でのレクリエーション

完成イメージ図
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生
活
文
化
博
物
館

　

―
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
連
携
―

東
京
家
政
学
院
生
活
文
化
博
物
館
は
、
大
学
の

研
究
室
と
協
働
し
て
、
質
の
高
い
展
示
や
関
連
事

業
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
例
で
は
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の

現
代
家
政
学
科
教
員
と
の
連
携
に
よ
っ
て
特
別
展

「
本
気
で
見
せ
ま
す
！
江
戸
の
料
理
」（
平
成
25
年
）

が
実
現
し
ま
し
た
。
同
時
開
催
の
公
開
講
座
で
も

江
戸
時
代
の
料
理
本
や
古
文
書
を
参
加
者
と
と
も

に
読
み
解
き
、
実
際
に
江
戸
の
料
理
を
再
現
し
ま

し
た
。

昨
年
11
月
の
特
別
展
「
40
年
ぶ
り
に
目
覚
め

た
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
」
で
も
現
代
家
政
学
科

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
教
員
か
ら
布
の
種
類
や
着

装
の
方
法
な
ど
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受

け
る
こ
と
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

博
物
館
で
は
学
芸
員
が
主
体
と
な
っ
て
事
業
が

す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
家
政
系
分
野
を
は
じ
め
史

学
、
民
俗
学
、
文
学
な
ど
人
的
資
源
が
豊
富
な
大

学
で
は
こ
う
し
た
研
究
室
と
の
連
携
は
博
物
館
の

各
種
事
業
を
充
実
さ
せ
、
地
域
へ
の
貢
献
を
さ
ら

に
高
め
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
14
回
神
田
小
川
町
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

東
京
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着

し
た
恒
例
の
「
神
田
小
川
町
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
今
年
は
、1
月
16
日
（
金
）
～
18
日
（
日
）

に
行
わ
れ
、
大
学
院
生
・
現
代
家
政
学
科
Ｏ
Ｇ
連

合
チ
ー
ム
（
代
表
：
院
１
浅
野
夏
美
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

作
品
の
テ
ー
マ
は
、
今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
「
東
京
駅
」、
横
に
長
い
駅
舎
を
縦
長
の
雪
像

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
制
作
中

か
ら
道
行
く
人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
参
加
24
チ
ー
ム
中
、
見
事
に
一
昨
年

に
続
き
、
第
2

位
優
秀
賞
（
準

グ
ラ
ン
プ
リ
）

を
受
賞
し
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム

は
来
年
こ
そ
優

勝
！
と
誓
い
を

新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

平
成
26
年
度
「
生
活
と
人
間
の
復
興
を
考
え
る

―
東
北
の
被
災
地
か
ら
―
」

現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

11
月
15
日
午
後
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、
現
代
家
政
学
科
主
催
に
よ
る
現
代
生
活
学

セ
ミ
ナ
ー
「
生
活
と
人
間
の
復
興
を
考
え
る
―
東

北
の
被
災
地
か
ら
―
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

北
か
ら
お
招
き
し
た
２
人
の
講
演
者
と
学
生
た
ち

が
主
体
的
な
学
び
を
通
し
て
関
わ
り
合
い
、
東
日

本
大
震
災
後
に
求

め
ら
れ
る
「
生
活

の
復
興
」
や
「
人

の
尊
厳
を
守
る
こ

と
」
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。

「
卒
業
成
長
値
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
開
催

学
生
生
活
に
お
け
る
様
々
な
活
動
を
通
し
て

「
卒
業
成
長
値
」
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
平

成
26
年
12
月
13
日
（
土
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

「
卒
業
成
長
値
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、「
可
能
性
広
が
る

4
年
間
」
と
題
し
、
４
年
間
の
積
極
的
な
学
び
に

つ
い
て
発
表
し
た
健
康
栄
養
学
科
4
年
土
井
咲
さ

ん
が
輝
き
ま
し
た
。
学
長
か
ら
、〝『
成
功
』
は
外

側
か
ら
の
評
価
で
あ
る
の
に
対
し
、『
成
長
』
は

失
敗
や
課
題
を
明
確
に
し
、
挑
戦
を
通
し
た
内
面

の
変
化
〟
で
あ
っ
て
、
今
回
発
表
さ
れ
た
9
名
す

べ
て
が
高
い
卒
業
成
長
値
を
表
現
し
て
い
た
と
の

講
評
を

い
た
だ

き
ま
し

た
。

熊井先生のギャラリートーク

井澤、山村先生による特別
展の準備

完成した雪だるまとメンバー

現代生活学セミナー
（現代家政学科）

受賞者に表彰状が授与されました

「特別公開講座」について

平成 26年度の特別公開講座は、千代田三番町キャン
パスでは、11月13日（木）に千葉大学医学研究院教授野
田公俊氏をお招きし「ミクロの世界の不思議な生き物た
ち」のご講義が、また、町田キャンパスでは、10月23
日（木）に元フジテレビ放送文化推進局 CSR 推進室長桜

井郁子氏とフジテレビアナウンサー
奥寺健氏をお招きし「朗読に学ぶ言
葉で表現できる世界～朗読を聴くこ
と、すること。言葉が教えてくれる
こと。」のご講義が、それぞれ開催
されました。 千葉大学医学研究院

教授　野田公俊氏

地
域
連
携
・
研
究
（
千
代
田
三
番
町
）

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
積

極
的
な
活
動
を
行
い
多
く
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
主
な
活
動
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

ま
ず
6
月
7
日
～
8
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
コ
パ
ー
ク
」
に
昨

年
に
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
お
揃
い

の
法
被
姿
で
教
員
・
学
生
が
、
来
場
者
と
触
れ
合

い
好
評
を
得
ま
し
た
。
次
に
、
10
月
4
日
に
は
、

こ
れ
も
昨
年
に
引
き
続
き
「ED

O
�ART�EX

PO

」

に
参
加
し
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
「
木
目
込
人
形
作
り
体
験
教
室
」（
本
学
卒
業

生
で
久
月
人
形
学
院
の
伊
藤
典
子
さ
ん
が
講
師
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
15
日
に
は
、

ア
ー
ツ
千
代
田
３
３
３
１
で
開
催
さ
れ
た
千
代
田

区
後
援
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
環
境
フ
ェ
ス
タ
～
千
代
田
の
エ

コ
自
慢
」に
昨
年
度
に
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。

（
そ
の
他
多
数
活
動
）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27
年
度
も
地
域
連
携

の
積
極
的
な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
奨
学
金
・
光
塩
会
奨
学
金 

授
与
式

平
成
26
年

11
月
8
日

（
土
）�

町
田

キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
東
京
家

政
学
院
奨
学

金
・
光
塩
会

奨
学
金
の
授

与
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨
学
金

は
、
勉
学
に
努
力
し
た
2
年
生
以
上
の
成
績
優
秀

者
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
、
毎
年
教
授
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。

授
与
式
に
は
天
野
学
長
ほ
か
大
学
役
職
者
と
、

光
塩
会
か
ら
会
長
・
副
会
長
、
奨
学
金
授
与
者
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
天
野
学
長
か
ら
東

京
家
政
学
院
奨
学
金
の
授
与
が
行
な
わ
れ
、
次
に

光
塩
会
会
長
か
ら
光
塩
会
奨
学
金
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
天
野
学
長
、
光
塩
会
長

か
ら
、
祝
福
と
激
励
の
お
言
葉
が
あ
り
、
授
与
式

は
終
了
し
ま
し
た
。

図
書
館
報
タ
イ
ト
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
に
つ
い
て

前
回
の
学
院
だ
よ
り
等
で
公
募
し
た
図
書
館
報

タ
イ
ト
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

17
点
の
応
募
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
12
月
中
旬
に
選
考
会
を
行
い
、
松
野
副
学

長
（
学
長
代
理
）、
小
野
眞
理
子
委
員
（
図
書
館

運
営
委
員
代
表
）、
岩
見
図
書
館
長
の
3
名
が
中
心

と
な
り
、「
図
書
館
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」、「
女

子
大
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
」
こ
と
等
が
重
視
さ
れ
、

そ
の
上
で
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
い
う
言
葉
は
、

東
京
家
政
学
院
の
伝
統
を
象
徴
す
る
言
葉
で
も
あ

る
た
め
「
大
江
文
庫
か
ら
ご
き
げ
ん
よ
う
」
が
学

長
賞
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
の
図
書

館
報
は
次
号
か
ら
「
大
江
文
庫
か
ら
ご
き
げ
ん
よ

う
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
行
さ
れ
ま
す
。（
な
お
、

図
書
館
報
タ
イ
ト
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
は
図
書

館
報
61
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

公
開
講
座
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
東
京
家
政
学
院
大
学
公
開
講
座

は
、
別
表
の
と
お
り
行
わ
れ
、
好
評
の
う
ち
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、「
料
理
講
座
」
を
ご
担

当
い
た
だ
き
ま
し
た
冨
永
教
授
が
、
こ
の
3
月
末

で
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
で
公
開
講
座

が
始
ま
っ
て
以
来
今
日
ま
で
毎
年
開
講
さ
れ
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
予
定
は
、
決
ま
り
次
第
順
次

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「NHK エコパーク」の様子

「木目込人形作り体験教室」

奨学金授与後出席者全員で記念撮影

冨永芳枝教授「料理講座」

毎年好評の味噌造り
「食品と加工講座」

平成 26 年度　「公開講座」実施内容
開催キャンパス 講　座　名　 開　催　日 担当教員

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

刺繍講座
　－�クロスステッチで花のミニ
額作り

平成 26 年 11 月 15 日（土）・
11 月 29 日（土）・12 月 13 日（土）

全 3回
蒲池�香津代�准教授
正地　里江��助　手

料理講座Ⅰ
　－小魚の生食法を学ぶ

平成 26 年 6月 14 日（土）
全 1回

冨永　芳枝�教�　授
山岸　美穂�助�　教

料理講座Ⅱ
　－豆腐を使って料理する

平成 26 年 7月 19 日（土）
全 1回

料理講座Ⅲ
　－中国のちまきを簡単に作る

平成 27 年 2月 14 日（土）
全 1回

料理講座Ⅳ
　－�韓国料理の中でも一番身近
な料理を作る

平成 27 年 3月 7日（土）
全 1回

開催キャンパス 講　座　名 開　催　日 担当教員

千代田
三番町
キャンパス

食品と加工講座
　－味噌造り、レトルト

平成 26 年 6月 7日（土）・9月 6日（土）
全 2回

（午前クラス・午後クラス） 林　　一也�教　授
綿貫　仁美�助　教

日本の伝統食品講座
　－発酵食品

平成 26 年 11 月 29 日（土）
全 1回

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

工芸制作講座
　－寄木を活かした小物づくり

平成26年9月27日（土）・10月18日（土）・
　　　����10 月 25日（土）　　全 3回 高尾　純宏�准教授

現代の子どもと学校
　－「子どもの人権の歴史」
　－「発達障害をめぐる問題」
　－「乳幼児の子育てとその支援」

平成 26 年 9月 27 日（土）・
　　　　���10 月 11 日（土）・
　　　　���10 月 18 日（土）　　全 3回

尾崎　利生�教　�授
加地　雄一�准教授
野澤　祥子�准教授

福祉の現場で輝いた 2人の女性
　－「石井筆子の生き方」
　－「マザー・テレサの生き方」

平成 26 年 10 月 18 日（土）・
　　　　����10 月 25 日（土）　　全 2回

高橋幸三郎�教　�授
須永　和宏�教�　授
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新
入
生
を
迎
え
て

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
学
で
学
ぶ
真
の
目
的
は
、
知
識
を
得
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
が
自
立
し
行
動
を
起
こ
す
た

め
の
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

筑
波
学
院
大
学
で
は
、
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

の
創
立
者
で
あ
る
大
江
ス
ミ
先
生
の
教
育
理
念
で
あ

る
知
識
（Know
ledge

）
の
啓
発
、
徳
性
（Virtue

）、

技
術
（Art

）
の
錬
磨
の
涵
養
を
継
承
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
活
か
せ
る
幅
広
い
知
識
と
高
度
な
Ｉ
Ｔ

社
会
に
活
用
で
き
る
技
術
を
習
得
し
、
そ
れ
ら
を
社

会
に
役
立
て
る
意
欲
を
育
て
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
本
学
で
は
、
1
、
2
年
生
が
必

修
科
目
と
し
て
「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
地

域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
活
動
し
ま
す
。
現

在
約
１
０
０
団
体
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
身
近
な

社
会
の
課
題
に
気
づ
き
、
ま
た
、
活
動
を
通
し
て
自

分
の
可
能
性
を
見
出
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
の
相
互
依

存
関
係
は
強
ま
り
ま
す
が
、
利
害
の
対
立
も
激
し
く

な
り
多
様
な
価
値
観
が
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
代
に
生
き
る
皆
さ
ん
は
、
異
な
る
価
値
観
や
個

性
を
理
解
し
尊
重
す
る
態
度
と
、
自
分
の
考
え
を
相

手
に
理
解
し
て
も
ら
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
近
イ
ス
ラ
ム
国
と
言
わ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
テ

ロ
で
、
日
本
人
が
犠
牲
に
な
り
、
私
た
ち
は
多
く

を
学
び
ま
し
た
。
私
達
に
と
っ
て
遠
い
世
界
に
見

え
る
イ
ス
ラ
ム
社
会
は
、
地
理
的
に
は
西
ア
フ
リ

カ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
及
ぶ
広
範
囲
な
地
域
で
あ

り
、
テ
ロ
と
は
無
関
係
な
善
良
な
市
民
が
多
く
、

正
し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
私
達
は
地
球
市
民
と
し
て
、
多
く
の
人
々

を
苦
し
め
る
貧
困
や
社
会
問
題
の
原
因
は
何
か
考

え
、
平
和
な
日
本
に
生
き
る
私
達
が
世
界
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
冷
静
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

皆
さ
ん
が
本
学
で
過
ご
す
４
年
間
は
、
自
分
の

可
能
性
を
見
出
す
時
間
で
す
。
好
奇
心
を
も
ち
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
多
く
の
友
人
と
交
わ
り
、

確
か
な
目
標
を
も
っ
て
社
会
に
巣
立
つ
よ
う
に
、

教
職
員
が
協
力
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
度  

学
友
会
会
長
挨
拶

筑
波
学
院
大
学

　

学
友
会
会
長

�

笹
川　

将
汰

平
成
27
年
1
月
14
日
の
学
生
総
会
に
お
い
て
承

認
を
受
け
、
筑
波
学
院
大
学
学
友
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
笹
川
将
汰
で
す
。
私
は
、
入
学
す
る
前
か

ら
学
友
会
に
と
て
も
興
味
が
あ
り
、
入
学
後
す
ぐ

に
学
友
会
員
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

「
会
員
相
互
の
親
睦
と
品
位
の
向
上
を
図
る
と

平成 28 年度　東京家政学院大学　入試日程

■東京家政学院大学　入試日程
入　試　種　別 日�程 出���願���期���間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日

Ａ Ｏ 入 試
オープンキャンパス参加型

1期
9 月 1 日（火）�～ 9 月 11 日（金）

別に定められた
出願前の面談日

9 月 17 日（木） 10 月 1 日（木）
2期

Ａ Ｏ 入 試
課 題 型

1期 9 月 1 日（火）�～ 9 月 11 日（金） 9 月 17 日（木） 10 月 1 日（木）

2期 9 月 17 日（木）�～ 9 月 29 日（火） 10 月 7 日（水） 10 月 16 日（金）

3期 10 月 7 日（水）�～ 10 月 16 日（金） 10 月 23 日（金） 11 月 2 日（月）

推 薦 入 試
A日程

10 月 16 日（金）�～ 10 月 23 日（金）
窓口受付：10 月 26 日（月）�※ 2

11 月 1 日（日） 11 月 6 日（金） 11 月 16 日（月）

B日程
11 月 17 日（火）�～ 11 月 27 日（金）
窓口受付：11 月�30 日（月）�※ 2

12 月� 5 日（土） 12 月 9 日（水） 12 月 18 日（金）

一 般 入 試

S日程 1 月 4 日（月）�～ 1 月 14 日（木） 1 月 23 日（土） 1 月 28 日（木） 2 月 5 日（金）

A日程
1 月４日（月）�～ 1 月 15 日（金）
窓口受付： 1 月 18 日（月）�※ 2

2 月 1 日（月）
2 月 3 日（水）

2 月 5 日（金） 2 月 16 日（火）

B日程
1 月 22 日（金）�～ 2 月 9 日（火）
窓口受付： 2 月 10 日（水）�※ 2

2 月 17 日（水） 2 月 19 日（金） 2 月 26 日（金）

C日程
2 月 22 日（月）�～ 3 月 1 日（火）
窓口受付： 3 月 2 日（水）※ 2

3 月 10 日（木） 3 月 11 日（金） 3 月 18 日（金）

セ ン タ ー 試 験
利 用 入 試

A日程
1 月 18 日（月）�～ 2 月 1 日（月）
窓口受付： 2 月 2 日（火）※ 2 大 学 入 試

センター試験
1 月 16 日（土）
1 月 17 日（日）

2 月 9 日（火） 2 月 17 日（水）

B日程
2 月 8 日（月）�～ 2 月�18 日（木）
窓口受付： 2 月 19 日（金）�※ 2

2 月 24 日（水） 3 月 3 日（木）

C日程
3 月 3 日（木）�～ 3 月 14 日（月）
窓口受付： 3 月 15 日（火）�※ 2

3 月 18 日（金） 3 月 25 日（金）

特 別 選 抜 試 験 A日程 8 月 25 日（火）�～ 9 月 1 日（火） 9 月 15 日（火） 9 月 17 日（木） 10 月 1 日（木）
（社会人・海外帰国子女） B日程 12 月� 7 日（月）�～ 12 月 14 日（月） 1 月 9 日（土） 1 月 15 日（金） 1 月 22 日（金）

私 費 外 国 人
留 学 生 試 験

A日程
7 月 17 日（金）�～ 7 月 31 日（金）
窓口受付：上記期間中�※ 3

9 月 15 日（火） 9 月 17 日（木） 10 月 1 日（木）

B日程
11 月 11 日（水）�～ 11 月 26 日（木）�

窓口受付：上記期間中�※ 3
1 月 9 日（土） 1 月 15 日（金） 1 月 22 日（金）

編 入 学 試 験
・

学 士 入 学 試 験

A日程 8 月 25 日（火）�～ 9 月 1 日（火） 9 月 15 日（火） 9 月 17 日（木） 10 月 1 日（木）

B日程 12 月� 7 日（月）�～ 12 月 14 日（月） 1 月 9 日（土） 1 月 15 日（金） 1 月 22 日（金）

※ 1　出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※ 2　推薦入試、一般入試（Ｓ日程を除く）、センター試験利用入試の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
※ 3　私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。

■ＡＯ入試面談日・キャンパス
対象となるオープンキャンパス

体験授業の実施日
面談実施日 現代家政 健康栄養

生活
デザイン

児童 人間福祉

AO入試
オープンキャンパス

参加型

1期
6月 21 日（日）
7月 26 日（日）

8 月 4 日（火） 町田 町田 町田

2期
8月 1 日（土）
8月 2 日（日）

8 月 28 日（金） 町田 町田 町田

AO入試
課題型

1期 8 月 28 日（金） 千代田 千代田 町田 町田 町田

2期 9 月 12 日（土） 千代田

3期 10 月 3 日（土） 千代田 千代田 町田 町田 町田

■オープンキャンパス 2015 日程
千代田三番町キャンパス 町田キャンパス

6月 14 日（日） 21 日（日）

7月 19 日（日） 26 日（日）

8月 1日（土）、2日（日）、23 日（日） 1日（土）、2日（日）、23 日（日）

9月 20 日（日）

10 月 4日（日）

11 月
14 日（土）、15 日（日）

KVA祭同日に
進学相談会として開催

3月 26 日（土） 27 日（日）

※詳しくは大学案内、学生募集要項をご覧ください。

（お問い合わせ先）
　東京家政学院大学
　〒 194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
　町田キャンパス　入試広報グループ
　T E L　042-782-9411　　　ＦＡＸ　042-782-1711
　U R L　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/　
　E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

平成 27 年度 学友会役員決定

会　長　　笹川　将汰
副会長　　栗田　澪　　佐藤　貴公
会　計　　坂圦　勇輝　本橋　佳奈子　須藤　愛里沙
書　記　　堀江　美香　橋本　未来
広　報　　星　　華子　佐々木　愛美　市川　龍也
　　　　　山口　詩穂　飯島　直幸

渉　外　　根本　健大　オウ　シホウ　大塩　健一
会計監査　石野　祐哉
クラブ連合会
会　長　　宮本　憲一
副会長　　許　マリア　
第 25 回 KVA 祭実行委員会
委員長　　久保木　圭伸
副委員長　大塩　健一　川澄　奈々

筑
波
学
院
大
学

�

学
長　

大
島　

愼
子

〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp
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避難者大交流会開催

10月 18日（土）、福島第一原発事故のため、福島県か
らつくば市内をはじめ茨城県南地域に避難されている方々
の大交流会が本学で開催されました。
当日は浪江町出身で、NHK花は咲くプロジェクトのメ
ンバーでもある民謡歌手、原田直之さんをお迎えしてのコ

ンサートも開催され、それ
に先立つセレモニーでは大
島学長より、長引く避難生
活に少しでも役立てるよう
につくば市と連携を取りな
がら、支援を継続する旨の
お話がありました。

留学生文化研修旅行を実施

11月22日（土）に、『留学生文化研修旅行』で茨城県の
大洗方面に行きました。
大洗磯前神社や那珂湊おさかな市場では、震災当時のお
話と現在も続いている修復作業の様子を見せていただきま
した。市場全体が津波で壊滅的なダメージを受けた那珂湊

おさかな市場は、各店舗、各地
から足を運んでくれるお客様
のおかげで、現在では震災前以
上の来場者数があるそうです。
改めて震災の怖さを実感する
とともに、復興に取り組む人た
ちの努力を感じました。

と
も
に
、
自
主
精
神
と
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
を
基
本
と
し

て
人
間
形
成
に
努
め
、
あ
わ
せ
て
筑
波
学
院
大
学

の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
指
針
に
、
私

は
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
が
行
っ
て
き
た
企
画
や
業

績
に
執
着
せ
ず
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

は
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
協
力
し
、
サ
ー
ク
ル
や
同
好

会
が
よ
り
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
大
学
の

学
生
活
動
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
学
友
会
活
動
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
意
見
箱
を
活

用
し
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す
く
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
を
作
り
ま
す
。

学
友
会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
、「
さ
す

が
学
友
会
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
利
用
実
験

本
学
で
は
平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
27
年
1

月
の
2
ヶ
月
間
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
2
台
を
つ

く
ば
市
か
ら
借
り
受
け
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
で
あ

る
市
の
推
進
す
る
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
活
用
事
業

（
国
土
交
通
省
補
助
事
業
）
の
実
証
実
験
に
協
力

し
ま
し
た
。
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
家
庭
用
コ

ン
セ
ン
ト
で
充
電
可
能
な
環
境
性
能
に
優
れ
た
1

人
乗
り
電
気
自
動
車
で
す
。
普
通
運
転
免
許
で
運

転
が
で
き
ま
す
が
、
学
生
は
実
験
時
に
必
要
と
な

る
事
前
講
習
を
受
講
し
て
臨
み
ま
し
た
。

高
藤
清
美
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
筑
波
山
周
辺
の
環

境
計
測
実
験
、
社
会
参
加
活
動
を
必
修
と
す
る
Ｏ

Ｃ
Ｐ
（
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の

活
動
の
一
環
で
は
保
育
園
・
小
中
学
校
周
辺
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
多
岐
に

渡
っ
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
1
月
8
日
に
行
わ
れ
た
Ｏ
Ｃ
Ｐ
活
動

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
読
売
新
聞
・
朝

日
新
聞
・
毎
日
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
7
社
が
駆
け

付
け
、
学
生
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
し
て
取
材
を

し
ま
し
た
。
本
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
中
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
超
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
と
セ
グ
ウ
ェ
イ（
電
動
立
ち
乗
り
二
輪
車
）

に
乗
り
こ
ん
だ
学
生
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
様
子

を
伝
え
る
記
事
が
各
紙
に
写
真
入
り
で
大
き
く
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
平
成
25
年
度
よ
り
学
生
が
セ
グ
ウ
ェ

イ
を
利
用
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
特
区
で
あ
る
つ
く
ば

市
の
保
育
園
・
小
中
学
校
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
珍
し
い
乗
り
物
を

運
転
す
る
こ
と
で
周
囲
の
関
心
を
高
め
、
結
果
的

に
地
域
の
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
活
動
の
ツ
ー
ル
に

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
加
え
た
こ
と
で
、
セ
グ
ウ
ェ

イ
の
走
行
が
許

可
さ
れ
て
い
る

ロ
ボ
ッ
ト
特
区

内
か
ら
出
て
パ

ト
ロ
ー
ル
の
範

囲
を
広
げ
る
こ

と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
小

回
り
が
効
き
雨

天
時
に
も
対
応

で
き
る
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
生
た
ち
は
「
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

本
学
は
研
究
学
園
都
市
の
中
心
に
位
置
す
る
と

い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
・
企

業
・
大
学
・
研
究
機
関
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

行
う
取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

年
賀
状
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
開
催

本
学
で
は
学
生
対
象
の
年
賀
状
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

遠
藤
ひ
か
り
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
本
学
か
ら
の

各
学
校
長
、
各
企
業
宛
へ
の
年
賀
状
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
1
月
21
日
（
水
）
に
は
、
学
長
室

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
2
名
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ　

�

：　

遠
藤�

ひ
か
り
（
3
年
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ�

：　

木
村�

佳
澄�（
3
年
）

パトロールの様子

Ｏ
Ｃ
Ｐ
活
動
に
つ
い
て

筑
波
学
院
大
学
の
Ｏ
Ｃ
Ｐ
（
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
平
成
26
年
度
で
10
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
17
年
2
月
、「
つ
く
ば
市

を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
を
目
指
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｐ
と
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
は
ス
タ
ー
ト
し
、以
来
10
年
間
、

本
学
の
学
生
は
全
員
、
つ
く
ば
市
を
は
じ
め
県
内

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、
子
ど
も
、
ス
ポ
ー

ツ
、
情
報
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
の
活
動
団
体

に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
活
動
先
で
、
今
ま
で
関
わ
っ
た

こ
と
が
な
い
年
齢
層
や
異
な
る
文
化
的
背
景
を
持

つ
人
た
ち
と
の
活
動
を
通
し
て
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
、
自
分
に
不
足
し
て

い
る
力
を
認
識
し
ま
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ

ず
、
受
け
入
れ
団
体
の
方
か
ら
お
叱
り
を
受
け
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｐ
を
担
当
し
て
い
る
教
員
は
、
経
験
を

通
し
て
得
た
学
生
自
身
の
気
づ
き
を
ま
と
め
る
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
、
学
生
た
ち
の
思
考
や
行
動
が
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

学
生
た
ち
が
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方

策
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
に
学
生
の
活

動
報
告
を
聞
い
て
い
た
だ
く
学
年
報
告
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
2
月
上
旬
に
行
わ
れ
、
3

年
生
を
中
心
に
し
た
優
れ
た
取
り
組
み
に
、
活
発

な
質
問
や
有
益
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
常
陽
新
聞
の
ご
厚
意
で
、
学
生
た
ち
の
経
験

を
報
告
記
事
と
し
て
載
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

年
を
重
ね
9
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
で
成
立
し
て
い
る
Ｏ
Ｃ

Ｐ
を
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
充
実
と
学
修
活
動
の

活
発
化
を
目
指
し
て

筑
波
学
院
大
学
は
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

文
部
科
学
省
の
「
平
成
26
年
度
私
立
大
学
等
改
革

総
合
支
援
事
業
」
の
タ
イ
プ
1
「
教
育
の
質
的
転

換
」
と
タ
イ
プ
2
「
地
域
発
展
」
に
取
り
組
む
大

学
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
「
私
立
大
学
等
教
育

研
究
活
性
化
設
備
整
備
事
業
」
に
よ
る
補
助
金
を

い
た
だ
き
、
平
成
26
年
度
は
、
語
学
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
情
報
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
完
全
習
得
す

る
た
め
の
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と

地
域
お
よ
び
海
外
と
の
交
流
学
習
を
実
現
す
る

た
め
の
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
定
評
の
あ
る
ア

ル
ク
社
のALC�N

et�Academ
y2

で
、
本
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
授
業
中
で
の
活
用
に
加
え
、
学
内
お

よ
び
家
庭
で
の
自
律
的
な
学
修
で
の
活
用
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
つ
く

ば
市
お
よ
び
周
辺
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
Ｏ
Ｃ

Ｐ
活
動
で
の
活
用
お
よ
び
早
稲
田
大
学
な
ど
で
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｌ（Cross-Cultural�

D
istance�Learning

）
授
業
等
で
の
活
用
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
付
き
の

パ
ソ
コ
ン
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
複
数
拠
点
間
の

接
続
や
、
同
時
に
複
数
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
通
信
が

実
現
で
き
ま
す
。
何
れ
も
平
成
27
年
度
か
ら
本
格

的
な
活
用
が
始
ま
り
ま
す
。

学
生
総
会
開
催

平
成
27
年
1
月
14
日
（
水
）
第
26
回
学
生
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
学
友
会
費
の
決
算
・
予
算
の
承
認
、
平
成
27

年
新
会
長
お
よ
び
新
役
員
の
紹
介
と
承
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
学
友
会
長
に
選
出
さ
れ
た
2
Ｂ
Ｂ

　

笹
川
将
汰
さ
ん
か
ら
今
年
の
学
友
会
の
活
動
計

画
や
会
長
と
し
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
新
会
長
と
し

て
の
意
気
込
み
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
総
会
終
了
後
は
第
2
食
堂
に
お
い
て
学
長

主
催
の
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ
」
が
開
催
さ

れ
、
学
長
挨
拶
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
筑
波
学
院
大

学
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
に
は

多
く
の
学
生
が
参
加

し
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
学
生
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

OCP 奨励賞受賞者らとの一枚

報告会の様子

学生総会の様子

左より大島学長、木村さん、髙嶋講師

交流会の様子大洗磯前神社での様子
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て

11
月
19
日
（
水
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

講
座
の
一
つ
で
あ
る
『
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
夕
べ
』

が
開
催
さ
れ
、
試
飲
会
に
は
約
50
名
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
で
あ
り
レ
ー
ゼ
ニ

ス
ト
（
ぶ
ど
う
の
収
穫
の
意
味
）
の
能
勢
美
紀
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
歴
史
と
種

類
、
ド
イ
ツ
の
食
や
ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
の
関
係
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

池
辺
勝
幸�

牛
久
市
長
も
お
招
き
し
、
7
種
類

の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
の
冬
場
の
煮
込
み
料

理
で
あ
る
ア
イ
ン
ト
プ
フ
（Eintopf

）
が
振
る

舞
わ
れ
、
講
座
終
了
時
間
に
な
っ
て
も
話
が
尽
き

な
い
ほ
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
27
年
度
は
語
学
、
教
養
併
せ
て
93

講
座
を
4
月
18
日
か
ら
開
講
予
定
で
す
。
詳
細
は

筑
波
学
院
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：kouza@

tsukuba-g.ac.jp

第
24
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
・
第
2
回
Ｋ
Ｖ
Ａ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
を
開
催

10
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）
本
学
に
て
第

24
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
3
年
ぶ
り

に
2
日
間
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
全
て
の
企
画

が
予
定

ど
お
り

実
施
さ

れ
ま
し

た
。
1

日
目
は

つ
く
ば

市
お
よ

び
一
般

社
団
法

人
日
本

英
語
交
流
連
盟
後
援
で
、
第
2
回
Ｋ
Ｖ
Ａ�

Ｃ
Ｕ
Ｐ

（
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）
が
本
学�

大
教
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
36
名
の
出
場
者
が

あ
り
、
部
門
ご
と
に
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協
賛
い
た
だ
い
た
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
、

㈱
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル
ズ
（
神
田
外
語
グ
ル
ー

プ
）、
㈱
ｉ
．
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
出
版
局
㈱
、
カ
シ
オ
計
算
機
㈱
か
ら
は
受
賞
者

に
協
賛
品
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。
2
日
目
に
は
「
第

9
回
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
に
県
内
外
か

ら
15
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
茨
城
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

協
会
後
援
の
も
と
、
優
勝
目
指
し
て
今
年
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
2
日
間
に
わ
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
大
声
大
会
、
仮
装
大
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
研
究
成
果
の
発
表
、
サ
ー
ク
ル
、
同

好
会
の
展
示
や
模
擬
店
が
行
わ
れ
、
多
数
の
来
場

者
を
お
迎
え
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

保
護
者
会
開
催

9
月
27
日
（
土
）
本
学
２
１
０
１
教
室
に
お
い

て
保
護
者
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
体
会
に
先
立
ち
、
希
望
さ
れ
た
保
護
者
の
方

を
対
象
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
新

施
設
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
や
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
大
島
学
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
高

藤
学
生
委
員
長
か
ら
は
、
学
食
改
善
の
取
り
組
み

や
、
１
０
０
円
朝
食
の
提
供
な
ど
、
学
生
生
活
の

質
の
向
上
の
為
の
支
援
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
木
村
就
職
委
員
長
か
ら
は
現
在
の
就
職
市

場
の
概
況
や
本
学
の
学
生
の
就
職
活
動
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
保
護
者
の
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
学
生
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
泉

水
紀
彦
先
生
に
よ
り
、「
大
学
生
の
こ
こ
ろ
の
理

解
と
サ
ポ
ー
ト
～
学
生
期
の
課
題
に
応
じ
た
支
援

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
が
行
わ
れ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
親
子
関
係
を
振
り
返
る
事
が
で
き

た
。」「
子
供
と
向
き
合
う
参
考
に
な
っ
た
。」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
は

個
別
面

談
が
実

施
さ
れ

ま
し
た
。

留学生が中学校で国際交流

12月10日（水）、本学の留学生たちが、龍ヶ崎市立城ノ内中
学校の国際交流会にゲストとして招かれました。中学生から
の積極的な質問に、留学生たちは少し緊張した様子でした。
中学生からは歌や折り紙などのプレゼントもあり、最後
に皆笑顔で記念写真も撮りました。留学生たちが日本の中

学校の教室に入り、交流の場を
持つという機会は滅多にありま
せん。彼らにとっても良い日本
語の勉強の場となり、同時に日
本の一面を学ぶ貴重な機会とな
りました。

■ AO入試【セミナー型】
区分 セミナー開催日 出願資格認定通知日 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

1期 7月 20 日（月・祝） 7月 21 日（火） 8月 3 日（月）～ 8月 17 日（月） 本面談はありません 8月 21 日（金）

2期 9月 13 日（日）　　 9月 14 日（月） 9月 15 日（火）～ 9月 28 日（月） 本面談はありません 10 月 2日（金）

■ AO入試【予備面談型 /作品型】
区分 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

1期 8 月 3 日（月）～ 8 月 17 日（月） 8 月 20 日（木）　　 8 月 21 日（金）

2期 9 月 7 日（月）～ 9 月 18 日（金） 9 月 27 日（日）　　 10 月 2 日（金）

3期 11 月 4 日（水）～ 11 月 17 日（火） 11 月 23 日（月・祝） 11 月 24 日（火）

4期 1 月 6 日（水）～ 2 月 2 日（火） 2 月 7 日（日）　　 2 月 9 日（火）

5期 2 月 29 日（月）～ 3 月 15 日（火） 3 月 19 日（土）　　 3 月 22 日（火）

■推薦入試
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

A日程 10 月 13 日（火）～ 10 月 28 日（水） 11 月 3 日（火・祝） 11 月 5 日（木）

B日程 11 月 24 日（火）～ 12 月 8 日（火） 12 月 13 日（日）　　 12 月 14 日（月）

■一般入試
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

A日程 1 月 6 日（水）～ 1 月 25 日（月） 1 月 31 日（日） 2 月 2 日（火）

B日程 2 月 15 日（月）～ 3 月 1 日（火） 3 月 6 日（日） 3 月 7 日（月）

■センター試験利用入試　［大学入試センター試験日：1月 16 日（土）・17 日（日）］
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

A日程 1 月 18 日（月）～ 1 月 29 日（金） 本学独自の
学力審査は
ありません

2 月 9 日（火）

B日程 2 月 15 日（月）～ 2 月 26 日（金） 3 月 7 日（月）

C日程 2 月 29 日（月）～ 3 月 11 日（金） 3 月 22 日（火）

■私費外国人留学生入試
区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

A日程 9 月 14 日（月）～ 9 月 29 日（火） 10 月 12 日（月・祝） 10 月 16 日（金）

B日程 11 月 4 日（水）～ 11 月 17 日（火） 11 月 23 日（月・祝） 11 月 24 日（火）

C日程 1 月 6 日（水）～ 1 月 25 日（月） 2 月 7 日（日）　　 2 月 9 日（火）

D日程 2 月 15 日（月）～ 3 月 7 日（月） 3 月 19 日（土）　　 3 月 22 日（火）

■社会人入試
出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

1月 6日（水）～ 2月 2日（火） 2 月 7 日（日） 2 月 9日（火）

■オープンキャンパス開催日時
4 月 26 日（日）　　 10:30 ～

5 月 17 日（日）　　 10:30 ～

6 月 14 日（日）　　 10:30 ～

7 月 20 日（月・祝） 10:30 ～ ＡＯセミナー同時開催

8 月 2 日（日）　　 10:30 ～

8 月 30 日（日）　　 10:30 ～

9 月 13 日（日）　　 10:30 ～ ＡＯセミナー同時開催

10 月 24 日（土）　　
� � ���　25 日（日）　　

10:30 ～ KVA 祭同時開催

3 月 27 日（日）　　 10:30 ～

平成 28 年度　筑波学院大学　入試日程

■入試相談会
11月 8 日（日） 10:30 ～

12 月 6 日（日） 10:30 ～

2 月 21 日（日） 10:30 ～

■授業公開期間
7 月 21 日（火）

7 月 22 日（水）

（お問い合わせ先）
　筑波学院大学
　〒305-0031　茨城県つくば市吾妻3-1　入試広報グループ
　TEL　０２９－８５８－４８１５　　　FAX　０２９－８５８－７３８８
　URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp�　　E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp

表紙は、システム化が進む
現代でも個を失わない本学
の学生をイメージしてい
ます。
マネジメント知識と情報ス
キルを習得し、ビジネスを
デザインできる人材を育成
します。
地域で活躍するグローバル
人材があなたのミライ。

「大学案内 2016」

※詳しくは大学案内、学生募集要項をご覧ください。

ドイツワインとアイントプフ

講座の様子

KVA祭の様子

泉水先生による講演会の様子

中学校での交流の様子
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〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/
E-mail:koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO　KASEIGAKUIN　JUNIOR　＆　SENIOR　HIGH　SCHOOL
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ク
ラ
ブ
活
動
報
告

■
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

ご
き
げ
ん
よ
う
。
平
成
26
年
度
の
試
合
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。
関
東
大
会
予
選
決
勝
大
会
都
ベ

ス
ト
16
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
3
位
、

新
人
大
会
決
勝
大
会
都

ベ
ス
ト
16
、
冬
季
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
準
優
勝
で

し
た
。

私
た
ち
は
関
東
大
会

出
場
を
目
標
に
掲
げ
、

日
々
練
習
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
（stirs

）

11
月
の
地
区
予
選
を
通
過
し
、
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
１
５
に
出
場
し
て
参
り

ま
し
た
。

会
場
と
な
る
代
々
木
体
育
館
で
は
多
く
の
観
客

を
前
に
堂
々
と
し
た
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
3
年
生
は
引
退
と
な
り
ま
す
。
1

年
間
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
く
れ
た
3
年
生
、
お
疲
れ

様
で
し
た
！
年
間
を
通
し
、
大
会
の
多
い
ク
ラ
ブ

で
す
が
、
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
春
に
新
入
生
を
迎

え
る
の
も
楽
し
み

で
す
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

生
徒
の
自
尊
心
を
育
む
『
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
』

中
高
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
中
1
を
対
象
に「
ｅ

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

生
徒
が
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

自
由
に
記
録
し
、
自
己
評
価
を
通
し
て
主
体
的
に

学
ぶ
姿
勢
を
養
う
も
の
で
す
。
保
護
者
か
ら
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
通
じ
て
子
ど
も
の
学
び
の
様

子
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
メ
ン
ト
を
返
す

こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
21
世
紀

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

先
駆
的
な
試
み
と

し
て
全
国
初
と
な

る
も
の
で
す
。
今

後
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

平
成
26
年
度
高
校
卒
業
式

春
ま
だ
浅
い
3
月
3
日
、
第
67
回
卒
業
式
が

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
卒
業
式
は
総
勢
97
名
。
そ
の
う
ち

12
名
が
3
カ
年
皆
勤
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
院
に
貢
献
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
生

徒
に
贈
ら
れ
る
「
大
江
賞
」

は
、
生
徒
会
長
を
務
め
た

中
島
早
絵
が
受
賞
。
卒
業

生
代
表
の
答
辞
は
、
合
唱

祭
実
行
委
員
執
行
部
委
員

長
を
務
め
た
田
村
季
恵
が

大
任
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
人
を
祝
う
会

ご
き
げ
ん
よ
う
。

平
成
27
年
1
月
12
日
（
月
）
に
大
江
ス
ミ
記
念

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
第
3
回
成
人
を
祝
う
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
皆
、
美
し
い
着
物
を
身
に
つ
け
、
平

成
24
年
度
卒
業
生
約
１
０
０
名
が
久
し
ぶ
り
に
母

校
に
集
合
し
、
教
師
・
友
人
と
の
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
あ
づ
ま
会
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
常
任
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
大
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
成
人
お

め
で
と
う
。こ
れ
か
ら
の
活
躍
、期
待
し
て
い
ま
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ん
へ

校
長

長
尾　

宏　

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
学
生
は
6
年
間
、
高
校
生

は
3
年
間
、
こ
の
家
政
学
院
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。合
格
通
知
を
受
け
取
っ
た
そ
の
日
か
ら
、

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
多
く
の

期
待
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
友
達

と
の
出
会
い
は
き
っ
と
皆
さ
ん
を
更
な
る
成
長
へ

と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
学
院
の
教
育
は
、
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
進
学

先
に
進
む
こ
と
の
で
き
る
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
力
、
プ

レ
ゼ
ン
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

　

生
き
る
力
（
学
力
・
人
間
力
）
を
身
に
つ
け
、

そ
の
成
長
が
生
み
出
す
自
尊
の
心
（
自
分
を
好
き

で
い
ら
れ
る
、
大
切
に
思
え
る
、
誇
り
に
思
え
る

心
）
を
育
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女

性
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
が
本
校
の
教
育
理
念
で

す
。
学
校
生
活
全
般
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
中
に

ま
だ
眠
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
潜
在
能
力
」
を

私
た
ち
と
一
緒
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

英
語
偏
差
値
全
国
1
位

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
「
第
2
回
ベ
ネ
ッ
セ
学
力
推

移
調
査
」
に
お
い
て
、ジ
ェ
ス
タ
ー
祥
奈
さ
ん
（
当

時
中
3
生
）
が
、
全
国
5
万
2
千
人
を
超
え
る
受

験
者
中
、
英
語
の
偏
差
値
1
位
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
修
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
2
月
6
日
、
本
学
理
事

長
室
に
お
い
て
奨
励
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
奨
励
賞
の
授
与
と
共
に
理
事
長
よ
り
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本
人
も
緊
張
の
中
、
改
め

て
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
結
果
が
、
本
校
生
徒
全
体
に
対
す
る
大

き
な
刺
激
と
な
り
、
中
高
生
の
学
力
向
上
へ
と
繋

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

合唱祭報告

合唱祭実行委員長　高 2　足立杏美
　ごきげんよう。1月 28 日（水）に練馬文化センター
で合唱祭を行いました。1月に入ってから各クラス朝、
昼休み、放課後と練習を重ねました。本番では練習の成
果を発揮し、どのクラスも素晴らしい合唱でした。
　また、75周年のスペシャルステージとしてリレー合
唱「ありのままで」も行いました。サプライズで先生方

にも舞台に上がっていた
だき、大変盛り上がりま
した。
　合唱祭にご参加いただ
いた皆さんのおかけで最
高の合唱祭となりまし
た。本当にありがとうご
ざいました。

高校大江賞受賞　高校 2 年 A 組

振り返りを
入力する生徒

〈お問い合わせ先〉
東京家政学院中学校 ･高等学校　入試事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）　　FAX　03-3262-2223
ホームページ　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

その他ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせ下さい。

2016年度入試（実施：2015年度）　東京家政学院中学校・高等学校校内説明会日程
※ 10 月までの日程を載せています

キャンパスツアー 説明会

中学校

4 月 25 日（土）11：00 5 月 10 日（日） 9：30 ばらフェスタ（体験型）
5 月 23 日（土）11：00 6 月 21 日（日） 9：30 クラブ体験（体験型）
6 月 6 日（土）11：00 7 月 11 日（土） 9：30 コース制説明会
9 月 5 日（土）11：00 10 月 10 日（土）14：00 授業＆エンカウンター体験説明会

高等学校

7 月 4 日（土）11：00 7 月 20 日（祝） 9：30 在校生による説明会
9 月 19 日（土）11：00 8 月 1 日（土） 9：30 大学合同オープンキャンパス
10 月 17 日（土）11：00 8 月 23 日（日） 9：30 オープンスクール

10 月 25 日（日） 9：30 ばらフェスタ
【中学説明会の解説】
１）《キャンパスツアー》は授業見学・施設見学・ミニ説明会を行います。
２）《ばらフェスタ》は本校の魅力を体験できます。
３）《クラブ体験》は『在校生と一緒に、楽しいクラブ体験』をしていただきます。
４）《コース制》はきめ細かい本校の指導方針を紹介します。
５）《過去問解説・入試直前対策》は入試担当者が、傾向・要点を分かりやすく解説します。
【高等学校説明会の解説】
１）《キャンパスツアー》は授業見学・施設見学・ミニ説明会を行います。
２）《大学合同オープンキャンパス》は、併設大学と合同の説明会です。併設大学の魅力をお伝えします。
３）《オープンスクール》は “授業 ” と “ クラブ ” 体験ができます。在校生がご一緒します。
４）《ばらフェスタ》は本校の魅力を体験できます。
■学校見学
中学・高等学校　共通
�　平日�10：00 ～ 16：00　　　　土曜�13：00 ～ 16：00
※事前にご連絡下さい。（学校行事等の都合で見学できない場合もあります）
■学習塾対象説明会
　6月 9日（火）10：00 ～ 11：00　本校
■中学・高等学校共通イベント
以下は、中学・高等学校共通の行事で原則非公開ですが、受験生・保護者の皆様は予約なしで見学できます。

未定 10：00 ～ 15：00 体育祭（常磐祭第一部）
9月 26 日（土） 10：00 ～ 15：00 文化祭（常磐祭第二部）入試相談実施 本�校
9月 27 日（日） 10：00 ～ 15：00 文化祭（常磐祭第二部）　　　〃 本�校
1月 28 日（木） 13：00 ～ 15：30 合�唱�祭

未定 13：00　開場 吹奏楽部　定期演奏会
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光塩会・あづま会合同観劇会のお知らせ

〒102-8341　東京都千代田区三番町22 番地
TEL：03-3262-2251（代）

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge

Virtue

Art

: 知識を高める
: 徳性を養う
: 技術を磨く

新年度を迎えて　　～全員参加の KVA ルネサンス～

学校法人東京家政学院
理事長　沖𠮷　和祐

　若葉が鮮やかで吹く風が爽やかななか、3月に卒業生を社会に送り出し、
4月に入学生の皆さんと新しい教職員を迎え、新年度が始まりました。
　また、進級した学生・生徒の皆さんは、これまでの学園生活の成果・
課題を踏まえつつ、いっそう充実した日々を実現されるよう期待してい
ます。
　本年度は、本学院の創設者である大江スミ先生が 1875年に長崎でお生まれになって、140年の記念すべき年に当
たります。これを機会に、イギリス留学で身につけた文明への憧憬と日本の良き伝統が相俟って「国際的に通用する
教養人」の育成しようとした大江スピリッツ＝KVA精神（広く智を求め、実践的な技を身に着け、それらを社会で活
かす徳を養う）を改めて考えてみましょう。
　少子高齢化、情報化・グローバル化、地球環境、地域連帯など大きな課題を抱える激動の現代において、本学院の
建学理念であるKVA精神は、その輝きが増しているのではないでしょうか。
　本年度、新しい「KVAルネサンス計画」に取り掛かります。学生生徒の皆さんは「私は何故この学院に入ったのか？」、
教職員の皆さんは「私は何をしようと思ってこの学院に就いたのか？」、同窓生の皆さんは「学院で学んだことがど
のように活かされているか？」思い起こしていただき、KVA ルネサンスに参加してください。本学院だからこそで
きる教育研究は何か、全国に先駆けて最初に始めることができる取組みは何か、本学院の特徴をいかす私たちの将来
をみんなで考え、実現に向けて努力しましょう。
　中学・高校・大学生時代は、人生で最も変化し、楽しく輝く時であり、また、悩むときでもあります。教職員・同
窓生は互いに協力して、未来に向けて飛び立つ生徒・学生をしっかりと支えることにより、地域と共に歩む、地域の
中の大学・学校として社会に貢献していこうではありませんか。

「東京家政学院創立 90 周年記念募金」報告
本学院では東京家政学院の創立 90周年を記念し、卒業生や教職員の皆様のご賛同を得て、平成 22
年 7月から平成 27年 5月まで募金活動を行っております。
お陰様で現在、７千万円を超えるご寄付をいただきました。
ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
お寄せいただきましたご芳志は、次のような事業に使用されています。

今後も千代田三番町、町田、並びに筑波の各キャンパスの教育環境整備などに活用させていただきます。
引き続き、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。

＜お問合せ先＞学校法人 東京家政学院 募金事務局　TEL：03-3262-2242　 E-mail：bokin@kasei-gakuin.ac.jp

　卒業生で女優の麻実れいさんの観劇会を行います。宝塚歌劇団では雪組トップスターとして活躍し、退団後
ミュージカル、古典、翻訳劇など多くの話題作に出演。今年は女優になって 45 周年を迎える記念の公演です。
観覧ご希望の方は下記にてお申込みください。

日　　　時　　平成 27 年 9月 9日（水）・9月 13 日（日）　各日とも 14 時開演
会　　　場　　シアタートラム（世田谷パブリックシアター・最寄駅「三軒茶屋」）
演　　　目　　「夜への長い旅路」（他出演者・田中圭、満島真之介、益岡徹）
定　　　員　　各日５０名　（申込み多数の場合は抽選とさせていただきます）
チケット代　　８０００円　（優待価格）
申　込　み　　お葉書にてお申込みください

申込み締切日　　平成 27 年 6月 20 日（土）必着
　　　　　　　　7月上旬頃、お葉書にてご連絡いたします（チケット代納入方法など、詳細をお知らせいたします）
問 合 せ 先　　光塩会・あづま会（月火金 10 時から 16 時）　ＴＥＬ／ＦＡＸ　０３-３２６５- ３６４６

表 裏

　　　　〒 102-8341
�52 円
��切手

東京都千代田区三番町22

東京家政学院
　光塩会・あづま会
　　　　観劇会　係

1. 希望日
2. 氏名
3. 光塩会は卒回・
　あづま会は卒業年・
　一般
4. 住所
5. 電話番号

6. 同伴者人数
　同伴者氏名
　卒回・卒業年・一般

新入生の皆さまへ

　新入生の皆さま、御入学おめで
とうございます。
　皆さまは、御入学と同時に、光
塩会の学生会員となられました。5
万人の卒業生会員が、皆さまのご
入会を心から歓迎いたします。
　会員は、「光塩会」と命名されま
した創立者大江スミ先生の志「世の
光、地の塩」としての指針を実践し
つつ、社会に活躍をしております。

　今年度も、若さ溢れる皆さまをお迎えし、新しいエネ
ルギーを吸収しながら、皆さまと友情の輪を広げ、縦の
絆を固く築く場としての役割を果たすことが出来ますよ
うに努めて参りたいと存じます。光塩会に関心をお寄せ
下さり、諸活動に御参加下さい。
　4年間の学生生活は、皆さまの未来を創り出す源動力
となることでしょう。自己実現を目指しつつ、師との出
会い、友との出会いによって、充実した日々を歩まれま
すよう声援を送りたいと存じます。光塩会員も、皆さま
と共に歩みたいと切望いたしております。
　あなたの輝かしい未来は、あなた御自身によって開か
れることを心に止め、有意義な学生生活をお過し下さい。

新入生の皆さんへ

新入生の皆さん、ご入学おめで
とうございます。
ようこそ東京家政学院へ !!
あづま会は東京家政学院高等
学校の同窓会です。
皆さんにお目にかかるのは、常
磐祭（体育祭・文化祭）です。
体育祭では皆さんの元気な競
技姿を応援し、文化祭ではお教室
をあづま会のお部屋にして、直接

お目にかかり交流を持つことができます。
あづま会は皆さんが明るく健やかな学院生活を送れる
ように、応援しています。
今年の主な活動の紹介
　＊ 総会・懇親会の開催
　＊「あづまだより」の発行
　＊ ホームページの配信
　＊ 奨学金給付
　＊ �校章ストラップ・あづリーヌの

コンパクトミラーの販売
　＊ 常磐祭の参加
　＊ 麻実れいさん（元宝塚）の観劇会

光塩会会長

　永山　スミ
あづま会会長

　澤田　三和子

キャリアサポートセンター
（高等学校・中学校）

テニスコート整備
（千代田三番町キャンパス）

ローズコート
（町田キャンパス）

図書館のパソコン更新
（筑波キャンパス）



　2015 年４月発行　学院だより　15

教
員
と
な
っ
て
、
１
年
が
経
ち
ま
す
。
私
は
現

在
、
埼
玉
県
の
中
学
校
に
お
い
て
臨
時
的
任
用
で

家
庭
科
の
教
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
家
庭
科
の
授
業
を
教
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、【
食
育
】【
給
食
】【
バ
レ
ー
部
】【
会
計
】

な
ど
の
校
務
分
掌
を
任
さ
れ
、
想
い
描
い
て
い
た

も
の
よ
り
も
は
る
か
に
多
忙
な
日
々
で
す
。
け
れ

ど
、
日
々
の
な
か
に
は
い
つ
も
多
く
の
か
か
わ
り

が
あ
り
、充
実
し
て
い
ま
す
。
あ
た
た
か
い
サ
ポ
ー

ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
人
懐
っ
こ
く
何
に
対
し

て
も
全
力
で
が
ん
ば
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
私
も
負
け
じ
と

日
々
を
全
力
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
勤
務
す
る
学
校
に
は
給
食
調
理
室
が
あ
り

ま
す
。
生
徒
は
自
分
の
学
校
で
作
ら
れ
た
、〝
つ
く

り
た
て
・
あ
た
た
か
い
・
お
い
し
い
・
安
全
な
給
食
〟

を
毎
日
た
の
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。
先
日
、
１
年

生
で
『
給
食
が
で
き
る
ま
で
』
と
い
う
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
に
給
食
指
導
を
な
さ
っ
て
い
る

栄
養
教
諭
の
先
生
を
招
き
、
献
立
の
つ
く
ら
れ
か

た
や
、
添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い
調
理
の
工
夫
な

ど
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
学
び
に
な
る
と

と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
次
に
、『
給
食
の
献
立
を
つ
く
ろ
う
』

と
い
う
授
業
を
行
い
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
知
識

を
も
と
に
生
徒
自
身
が
給
食
の
献
立
を
考
え
、『
Ｍ

ｙ
オ
リ
ジ
ナ
ル
給
食
献
立
』
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
献
立
の
な
か
か
ら
各
ク
ラ
ス
1
名
ず
つ
選
出

し
、
実
際
の
給
食
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
給
食

調
理
室
が
あ
る
学
校
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
学
校
の
特
色
に
合
わ
せ
た
工
夫
に
よ
っ
て
は
、

授
業
の
可
能
性
は
い
く
ら
で
も
広
げ
て
行
け
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

教
育
の
『
人
に
教
え
る
・
人
を
育
て
る
』
と

い
う
任
務
は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
初
め
て
の
経
験
の
な
か
で
、
自

分
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。
な
に
よ
り
、教
員
と
な
っ

て
か
ら
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
！

こ
れ
ま
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
学
年
の
仕

事
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
学
期
か
ら
は
職

場
も
変
わ
り
い
ま
ま
で
に
な
く
慌
た
だ
し
く
な
り

ま
す
が
、
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
臨
ん
で

い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
生
の
み
な

さ
ん
！
夢
や
目
標
を

見
失
わ
ず
、
自
分
の

信
じ
る
道
を
自
信
を

も
っ
て
進
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
ね
！

共
に
感
じ
、
学
ぶ

�

東
京
家
政
学
院
大
学　

現
代
生
活
学
部　

現
代
家
政
学
科
卒
業

 

岡
安　

麻
衣

　

体
育
研
究
室
で
は
健
康
栄
養
学
科
の
学
生

が
卒
業
研
究
（
科
目
名
は
実
践
健
康
栄
養
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
実
習
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研

究
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
で
、
例
年
3
グ

ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
つ
け
て
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
卒
業
研
究
の
中
か
ら
主
な
も
の
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

【
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
効
果
】

　

自
ら
が
被
検
者
と
な
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前
後
で
体
組
成
や
体

力
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か
を
検

証
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
自
宅
で

で
き
る
腹
筋
運
動
な
ど
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
ダ
ン
ス
を
踊
る
と
い
う
こ
と
を
週
3
日
、

10
週
間
行
い
ま
し
た
。
大
き
な
変
化
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
筋
力
は
向
上
し
体
脂

肪
率
は
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
市
販
飲
料
が
運
動
時
の
体
脂
肪
燃
焼
に
及

ぼ
す
影
響
】

　

体
脂
肪
の
燃
焼
を
促
進
す
る
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
市
販
さ
れ
て
い
る
飲

料
を
摂
取
し
て
運
動
し
た
と
き
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
の
脂
肪
の
動
因
が
増
加
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
運
動
直

前
に
５
０
０
㎖
を
摂
取
し
た
程
度
で
は
、
運

動
で
消
費
す
る
脂
肪
の
量
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

【
飲
料
摂
取
が
血
中
乳
酸
濃
度
の
回
復
に
及

ぼ
す
影
響
】

　

激
運
動
後
の
血
中
乳
酸
の
除
去
に
、
疲
労

回
復
効
果
が
期
待
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ａ
飲
料
や

ク
エ
ン
酸
飲
料
の
摂
取
が
影
響
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
運
動
に
よ
っ

て
限
界
ま
で
蓄
積
し
た
乳
酸
を
飲
料
に
よ
っ

て
効
果
的
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
暑
熱
下
に
お
け
る
高
校
生
女
子
運
動
部
員

の
水
分
摂
取
と
体
温
変
化
の
実
態
】

　

真
夏
の
練
習
時
に
お
け
る
体
温
を
測
定

し
、
体
温
の
上
昇
程
度
と
水
分
摂
取
の
間
に

関
連
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。
体
温
の
上
昇
が
大
き
か
っ
た
も
の
ほ

ど
多
く
の
水
分
を
摂
取
し
て
い
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
水
分
を
多
く

摂
取
し
た
か
ら
と
い
っ
て
体
温
の
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し

て
い
ま
し
た
。

　

体
育
研
究

室
で
は
、
今
後

も
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
を
運

動
生
理
学
の

視
点
か
ら
捉

え
て
研
究
を

続
け
て
行
き

ま
す
。

東
京
家
政
学
院
大
学

　

健
康
栄
養
学
科　

体
育
研
究
室

（
吉
田
博
幸
研
究
室
）

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岡
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麻
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オ
カ
ヤ
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マ
イ
）

平
成
24
年　

東
京
家
政
短
期
大
学

　
　
　
　
　

栄
養
学
科
卒
業

平
成
26
年　

�

東
京
家
政
学
院
大
学
現
代
生

活
学
部
現
代
家
政
学
科
卒
業

平
成
26
年　

�

5
月
末
か
ら
埼
玉
県
の
公
立

中
学
校
で
家
庭
科
臨
時
的
任

用
教
員
と
し
て
勤
務　

現
在

に
至
る

平
成
27
年　

�

埼
玉
県
教
員
と
し
て
本
採
用

予
定
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生徒が考えた給食

エネルギー消費量の測定風景


